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❖特　集❖　シンポジウムを終えて  —「観光まちづくり」「生活型観光」が生み出す地域の持続可能性—

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
来
場
者
数
は
一
〇
〇

名
を
超
え
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る

と
、
名
古
屋
市
内
在
住
の
方
々
に
と
ど
ま

ら
ず
、
市
外
、
愛
知
県
外
の
方
々
も
多
く

参
加
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
幅
広
い
世
代

に
参
加
し
て
頂
い
た
。
筆
者
も
含
め
聴
衆

は
、
田
口
氏
・
森
氏
・
高
野
氏
の
取
組
み

に
魅
了
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
「
観

光
ま
ち
づ
く
り
」「
生
活
型
観
光
」
と
い

う
観
点
か
ら
捉
え
な
お
し
て
み
た
い
。「
観

光
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、①
「
地
域
社
会
」

が
主
体
と
な
っ
て
、
②
「
地
域
環
境
」
を

資
源
と
し
て
活
か
す
こ
と
で
、
③
「
地
域

経
済
」
の
活
性
化
を
促
す
た
め
の
活
動
で

あ
る
（
西
村
幸
夫
編
〝
二
〇
〇
九
〟『
観

光
ま
ち
づ
く
り
』
学
芸
出
版
社
）。
高
野

氏
が
言
う
よ
う
に
、「
自
然
が
持
っ
て
い

る
価
値
を
、
経
済
的
価
値
に
変
え
る
」
農

山
村
の
人
び
と
の
取
組
み
は
、
ま
さ
に
そ

れ
で
あ
る
。

　
従
来
の
「
観
光
」
は
、地
域
の
歴
史
的
・
　

文
化
的
資
源
を
食
い
つ
ぶ
す
、「
持
続
可

能
で
は
な
い
」
行
為
と
見
ら
れ
が
ち
だ
っ

た
。
だ
が
、「
地
域
社
会
」
が
主
体
と
な
り
、

「
地
域
資
源
」
や
「
定
住
環
境
」
を
維
持

し
な
が
ら
も
、「
来
訪
者
の
満
足
度
」
を

維
持
し
、地
域
全
体
の
「
持
続
的
な
発
展
」

を
推
進
す
る
（
観
光
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

〝
二
〇
〇
〇
〟『
観
光
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』）。
田
口
氏
・
森
氏
・
高
野
氏
の

取
組
み
は
、
農
山
村
に
お
け
る
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
」
と
し
て
も
理
解
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
旧
来
の
「
観
光
」
は
、「
人

が
日
常
生
活
圏
を
離
れ
、
再
び
戻
る
予
定

で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
て
移
動

す
る
こ
と
」
だ
っ
た
（
国
際
観
光
年
記
念

行
事
協
力
会
〝
一
九
六
七
〟『
観
光
と
観

光
事
業
』）。
そ
れ
は
、「
非
日
常
」
的
世

界
を「
旅
す
る
」と
い
う
営
み
だ
。
し
か
し
、

加
子
母
に
し
ろ
、
上
石
津
に
し
ろ
、
そ
の

活
動
は
従
来
の
「
観
光
」
で
は
捉
え
き
れ

な
い
。
た
し
か
に
、
来
訪
者
は
「
観
光
」

目
的
で
、
農
山
村
に
来
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
彼
ら
／
彼
女
ら
は
、
そ
こ
に

移
住
し
、生
業
を
営
み
、居
住
す
る
に
至
っ

て
い
る
。
彼
ら
／
彼
女
ら
は
、
こ
の
「
観

光
」
と
「
居
住
」
の
間
を
、
ど
の
よ
う
に

越
え
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
に
は
、「
居
住
／
生
業
」
と
「
観
光
」

の
乖
離
を
埋
め
る
も
の
、
す
な
わ
ち
「
日

常
」
を
「
旅
す
る
」
と
い
う
段
階
が
存
在

す
る
の
で
は
な
い
か（
右
図
）。
こ
こ
で
は
、

そ
の
よ
う
な
位
相
を
「
生
活
型
観
光
」
と

呼
び
た
い
。
加
子
母
で
合
宿
し
て
い
た
大

学
生
も
、
初
め
は
「
観
光
」
気
分
だ
っ
た

ろ
う
。
し
か
し
、
土
地
の
人
び
と
と
語
り
、

食
事
し
、
働
き
、
洗
濯
し
、
眠
る
う
ち
に
、

そ
れ
は
次
第
に「
日
常
的
な
生
活
」に
な
っ

て
い
く
。
そ
の
う
ち
、
彼
ら
は
そ
こ
で
仕

事
を
覚
え
、居
住
し
は
じ
め
る
。
そ
の「
観

光
」
と
「
居
住
」
の
間
に
介
在
す
る
「
生

活
型
観
光
」
を
、
田
口
氏
、
森
氏
、
高
野

氏
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
。こ
の「
日

常
を
旅
す
る
」
生
活
型
観
光
を
掘
り
下
げ

る
こ
と
が
、「
地
域
の
持
続
可
能
性
」
を

考
え
る
際
に
は
、
重
要
で
あ
る
と
筆
者
は

考
え
る
。
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